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釣藤鈎の血管弛緩作用機序の検討
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【目的】釣 藤鈎 の 血管 弛緩作 用 に っ い て ，カ ノレ シ ウ ム 拮抗 作用 ，内皮依 存性弛緩作 用
』’1

が報 告 され て い る。今回，われ われ は，それ らit［1管弛緩作用 の 活性 成分 の 検討と血管 内皮

か らの ラ ジ カ ル 産 生 に 伴 う血 管収 縮反応 に 対す る釣藤鈎 の 抑制 効 果を検 討 した の で 報 告 す

る。

【方法】 Wistar 系雄性 ラ ッ ト （350〜400g） の 胸部大動脈を摘出 し，輪状標本を作成 し

た
。
Organ 　 bath 法を 用 い ，　 prostagrandineF2a に て 前収縮 さ せ た後，釣藤鈎 の 各分画 に

つ い て 1） 内皮依存性，非依存性血 管 弛緩作用 ， 2） 10 らMxanthine ，　 xanthine 　 oxidase

投与に よ る血管収縮反応 の 抑制作用 ， 3）ア ル カ ロ イ ド含有分画 の カ ル シ ウ ム 拮抗作用を検

討 した 。

【結果】1）各分画の 最大血管弛緩率は 内皮保存血管 と内皮除去血管 に お い て ，釣藤鈎 エ キ

ス で は，各々 90．8± 2．5％， 19．3± 1．1％で あ っ た 。 釣藤鈎50％ MeOH 分画 で は，各々 87，1

± 3，1％，− 16．O± L2％，釣藤鈎 MeOH 分画で は，各々 78．8＝ 4．6％，86．3±3．8％で あ っ た

（n ＝6
，

mean ± S．E，）。 2） 釣藤鈎 の 各分画 を前処置 した 血 管に 10
− iM

　 xanthine ，

xanthine 　 oxidase 投与 し，血管収縮反応 を検討 した と こ ろ，対照 199± 19．7％ に 対 し，釣

藤鈎 エ キ ス 147± 6，9％，釣藤鈎 50％ MeOH 分画 157土 7．0％，釣藤鈎 MeOH 分画 145± 4．5

％ と有意 な収縮 の 抑制 を 認 め た （n −＝ 6
，

mean ± S．E．）。 3）10
−’Lg

／ml 釣藤鈎 MeOH 分画 は，

107M 　 verapa エni1 と 同程 度 の カ ル シ ウ ム 拮抗作用 を認 め た 。

【考察 ・ 結論】釣藤鈎 は内皮依存，非依存性 の 血管弛緩作用を有 し，活性主体は 各 々 タ ン

ニ ン 分画 と ア ル カ ロ イ ド分画で あ る こ とが明 らか に な っ た 。 内皮非依存性弛緩作用 の 機序

と して こ れ まで の 報告 に あ る よ う に カ ル シ ウ ム 拮抗作用 に よ る もの と考え られ た 。 さ ら に ，

釣藤鈎は生体内で の ラ ジ カ ル 産生 に よ る 血 管収縮 に対 して ， 抑制作用を有す る可能性が示

唆 され た 。
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